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私
た
ち
新
成
人
は
、『
今
』人
生

の
節
目
と
な
る
壮
大
な
成
人
式
と

い
う
こ
の
場
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、こ
の
場
に
立
つ
自
分
が
あ

る
の
は
、こ
れ
ま
で
理
解
し
支
え

て
く
れ
た
家
族
や
地
域
の
皆
様
方

の
お
か
げ
だ
と
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

新
成
人
代
表

長

阪

久

葉
　

ま
た
、北
裏
町
長
様
、ご
来
賓
の

皆
様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、私

た
ち
は
、確
固
と
し
た
自
分
を
柔

軟
な
人
生
の
中
に
創
り
出
し
て
い

く
こ
と
を
改
め
て
心
に
誓
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
の
二
十
年
間
、私
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
、

そ
の
度
に
私
た
ち
は
、何
か
を
失

い
、何
か
を
得
な
が
ら
こ
こ
ま
で

き
ま
し
た
。

　

現
在
、不
況
に
よ
る
就
職
率
の

低
下
、若
年
層
に
よ
る
失
業
率
の

増
加
な
ど
、私
た
ち
が
社
会
に
抱

え
る
問
題
、未
来
へ
の
不
安
は
隠

し
き
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、こ
こ
か
ら
私
た
ち
は

自
分
自
身
に
何
か
を
得
て
行
く
べ

き
な
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
に
必
要
な

の
は
、経
験
を
豊
か
に
し
大
切
に

す
る
こ
と
。

　

経
験
は
、ど
ん
な
賢
者
や
知
識

人
か
ら
聞
い
た
言
葉
よ
り
、人
生

に
幅
を
持
た
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
次
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
に
立
つ
こ
と
。

　

つ
ま
り
、世
界
的
で
あ
る
と
同

時
に
、地
域
的
な
も
の
の
見
方
が

で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
に
目
を
向
け
な
が
ら
も
、

自
分
た
ち
の
身
の
回
り
に
も
目
を

向
け
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
御
浜
町
に
暮
ら
し
、

目
を
向
け
て
き
た
私
た
ち
だ
か
ら

こ
そ
、成
し
え
る
こ
と
だ
と
私
は

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、こ
れ
か
ら
も
、御
浜

町
に
い
つ
で
も
目
を
向
け
な
が

ら
、未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

く
事
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
、今
後
と
も

変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
、ご
指
導
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、本
日

は
、こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
成

人
式
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

正
月
２
日
、中
央
公
民
館
に
て

平
成
15
年
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。１
２
１
名
の
新
成
人
の
皆

さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
（
敬
称
略
）

○
石
本　

真
理
○
宇
井 

 

誠
一
郎

○
後
呂　

安
雄
○
榎
本　

成
樹
○

尾
　

友
祐
○
久
保　

生
恵
○
坂

地　

あ
ゆ
み
○
下
川　

共
晴
○
下

田　

雅
人
○
寺
　

大
介
○
寺
前

　

和
直
○
土
岐　

健
太
郎
○
仲　

麻
由
子
○
長
阪　

久
葉
○
畑
野　

成人式 2003成 人 式 2003
成人を迎え

改めて支えてくれた
        多くの方々に感謝！

平
成
15
年（
２
０
０
３
年
）

成
人
お
め
で
と
う

～誓いのことば～ 長阪  久葉さん

 時田   拓さん
教育委員長から
記念品を受ける
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祥
久
○

口　

健
一
○
平
見　

和

紀
○
平
見　

敏
雄
○
福
田　

峰
代

○
堀　

志
名
子
○
三
上　

奈
緒
○

道
上　

佳
○
宮
地　

志
穂
○
山
下

　

高
功
○
山
本　

雅
行

○
池
田　

武
巨
○
板
津
呂　

純
子

○
時
田　

拓
○
濱
地　

裕
美
○
古

田　

誠
○
松
波　

太
郎
○
山
田　

恭
子

○
池
上　

康
太
○
市
ノ
木
山　

翔

○
後
呂　

隆
臣
○
下
村　

圭
右
○

高
島　

安
司
○
西
垣
戸　

聖
○
西

那　

敬
○
橋
本　

和
之
○
檜
作　

幸
司
○
檜
作　

奈
加
夫
○
檜
作　

文
也
○
松
原　

栄
史
○
浦
地　

奈

津
子
○
奥
地　

美
帆
○
奥
地　

裕

子
○
尾
　

友
子
○
河
邊　

芽
生

○
高
本　

有
加
里
○
玉
置　

祥
子

○
玉
置　

知
佳
○

口　

ま
ど
か

○
林　

梨
紗
○
原　

絵
美
○
原　

恭
子
○
藤
岡　

綾
希
子
○
山
門　

起
代
○
山
本　

祐
己
○
内
田　

智

大
○
大
西　

健
太
○
大
畑　

訓
也

○
大
畑　

耕
治
○
尾
　

和
宏
○

川
本　

茂
利
○
瀬
古　

洋
一
○
中

田　

甲
乙
○
東
地　

義
博
○
前　

吉
優
○
向
井　

幸
太
郎
○
屋
敷　

新
○
薮
本　

亮
太
○
赤
　

紘
美

○
上
西　

桂
子
○
大
屋　

ゆ
う
子

○
梶
原　

麻
美
○
熊
本　

宏
美
○

下　

ゆ
か
り
○
杉
谷　

有
紀
○
瀬

古　

あ
ゆ
み
○
中
門　

恵
美
○
中

村　

英
里
○
浜
田　

里
沙
○
古
家

　

文
○
湊　

亜
弓
○
南　

よ
り
子

○
向
井　

裕
美
○
今
西　

陽
平
○

上
西　

創
○
植
村　

嘉
紹
○
岡
本

　

昇
○
尾
畑　

明
○
中
門　

真
登

○
中
村　

康
弘
○
中
山　

佑
輝
○

西　

秀
延
○
西
那　

統
雄
○
濱
浦

　

学
○
東　

純
平
○
山
本　

英
明

○
浅
井　

晴
香
○
岡
崎　

加
奈
○

尾
　

恵
里
○
久
保　

遥
○
黒
川

　

馨
○
瀬
古　

佳
織
○
瀬
古　

知

愛
○
辻　

彩
○
中
納　

美
佳
○
西

垣
戸　

彩
香
○
檜
作　

奈
緒
○
宮

本　

瞳
○
向
井　

恵
里
○
川
上　

裕
美
子
○
山
田　

真
由

○

久
保 

良
穂
○
柳
瀬 

由
紀
子

○
久
保　

真
彦
○
三
輪　

葵
○
野

仲　

元
樹
○
山
下　

亜
弥　

阿
田
和
中
関
係

尾
呂
志
中
関
係

御
浜
中
関
係
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尾呂志学園
小学校・中学校

開校
　

旧
尾
呂
志
小
学
校
が
建
て
ら
れ

た
の
が
昭
和
三
十
五
年
で
、
築
四

十
二
年
、
一
方
、
旧
尾
呂
志
中
学

校
が
建
て
ら
れ
た
の
が
昭
和
二
十

四
年
で
、
築
五
十
三
年
。
両
校
と

も
、
町
内
に
残
る
唯
一
の
木
造
校

舎
と
し
て
永
年
風
雪
に
耐
え
て
き

ま
し
た
が
、
当
然
な
が
ら
老
朽
化

も
進
み
、
そ
れ
に
伴
う
傷
み
も
激

し
く
、
新
校
舎
建
築
の
必
要
の
機

運
が
年
々
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
早
く
か
ら
学
校
関
係

者
は
も
と
よ
り
、
地
区
住
民
代
表

を
交
え
た
建
築
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
当
地
区
に
お
け
る
学
校

の
あ
り
方
を
多
方
面
か
ら
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
校
舎

を
小
学
校
、
中
学
校
一
体
化
す
る

こ
と
と
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

と
す
る
こ
と
で
意
思
統
一
が
図
ら

れ
、
平
成
十
三
年
九
月
に
新
校
舎

建
築
に
着
手
、
翌
十
四
年
十
一
月

に
完
成
し
た
も
の
で
す
。

三
重
県
下
初
の

小
・
中
学
校
一
体
化
校
舎

　

風
伝
峠
の
朝
霧
で
有
名
な
尾
呂
志
地
区
に
、
待
望
久
し
か

っ
た
尾
呂
志
学
園
小
学
校
・
中
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
し
、

一
月
八
日
、
同
学
園
体
育
館
兼
文
化
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
竣
工

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
校
舎
は
、
小
学
校
、
中
学

校
が
一
体
化
し
た
建
築
と
な
っ
て
お
り
、
一
階
に
小
学
校
の

教
室
、
二
階
に
中
学
校
の
教
室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
三

重
県
下
の
公
立
小
・
中
学
校
で
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
す
。

木
造
校
舎
で
老
朽
化
進
み

新
校
舎
建
築
の
機
運
高
ま
る

　

全
体
に
わ
た
っ
て
言
え
る
の

木
材
を
随
所
に
取
り
入
れ
た
建
築

　

新
し
い
校
舎
は
、
内
部
の
随
所

に
木
材
を
使
っ
て
木
の
温
も
り
を

存
分
に
感
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、

明
る
い
雰
囲
気
を
か
も
し
出
す
た

め
広
々
と
し
た
空
間
や
外
光
を
十

分
に
取
り
入
れ
た
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
二
階
建
と
な
っ
て

い
ま
す
。
更
に
は
、
他
の
学
校
に

先
駆
け
た
、
新
し
い
発
想
に
基
づ

く
数
々
の
取
り
組
み
も
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

最
大
限
環
境
に
配
慮

が
、
環
境
に
十
分
配
慮
し
た
エ
コ

ス
ク
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
点
で

す
。
特
に
、
太
陽
光
発
電
と
雨
水

を
利
用
し
た
中
水
設
備
（
ト
イ

レ
、
散
水
等
）
を
取
り
入
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
モ
デ
ル
校
と
し
て
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
校
舎
全
体
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
設
置
さ
れ
る

な
ど
時
代
の
要
求
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
最
新
の
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、中
学
校
に
お
い
て
は
、

普
通
教
室
を
持
た
な
い
教
科
教
室

尾呂志学園
小学校・中学校

開校

構　　造　鉄筋コンクリート造 2階建

敷地面積 7 , 3 9 5 

延床面積　校　　　舎 2 , 7 2 4 

　　　　　屋内体育館 8 0 2 

　　　　　倉　　　庫 2 4 

　　　　　合　　　計 3 , 5 5 0 

主 要 室　○ホームベース　○オープンスペース

　　　　　○教科教室　　　○コミュニティルーム

　　　　　○教育相談室　　○音楽室兼ステージ

　　　　　○多目的ホール　○屋内運動場兼文化

　　　　　　　　　　　　　　ホール

主要設備　○太陽光発電　　○中水型利用設備

　　　　　○ビオトープ　　○エレベーター設備

尾呂志学園概要
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待望の

制
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
も
、
ほ

か
の
学
校
に
は
無
い
大
き
な
特
徴

と
な
っ
て
い
ま
す
。

尾
呂
志
学
園
は

地
域
に
開
放
さ
れ
た
施
設

　

一
方
、
新
校
舎
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ル
ー
ム
や
図
書
コ
ー
ナ
ー
、

そ
れ
に
多
目
的
ホ
ー
ル
や
「
た
か

ち
ら
ホ
ー
ル
」
と
名
付
け
ら
れ
た

体
育
館
兼
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
が
併

設
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
地
域
に
開
放

さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
新
し
い
試

み
と
し
て
の
、
地
域
連
携
型
教
育

の
形
成
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
総
合
学
習
な

ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域
と

の
ふ
れ
あ
い
は
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
校
舎
の
一
部
を
地

域
と
共
有
し
、
学
校
と
地
域
住
民

と
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
の
あ
り

方
を
模
索
す
る
こ
の
取
り
組
み
、

他
に
先
駆
け
た
も
の
だ
け
に
先
例

が
無
く
、
今
後
の
尾
呂
志
学
園
で

の
成
果
が
、
周
り
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

待望の
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◆平成１５年４月から自己負担額の負担割合等が改正されます。

　①退職者医療制度の方の医療費自己負担割合が３割となります。
　　　【対象者】 退職被保険者のうち、７０歳未満の方（現行は２割負担）
 被扶養者のうち、３歳以上７０歳未満の方（現行は入院２割、通院３割負担）
　
　②通院時における薬剤の自己負担金が廃止されます。

◆国民健康保険税の公平な負担をお願いするために、次のとおり算定方法が見直されました。
　平成１５年度以降の国民健康保険税より適用されます。

　①給与所得特別控除（２万円）の廃止
　　　国民健康保険税に係る所得割額の算定の基礎となる課税標準額を算定する際、給与所得を有する
　　場合に、当該給与所得について、２万円の給与所得特別控除が適用されていたものが廃止されます。
　
　②事業専従者給与及び事業専従者控除（青色・白色）の適用
　　　従来、所得割額の算定時には適用されていなかった事業専従者給与及び事業専従者控除が適用さ
　　れます。
　　　所得税・町県民税では、申告により生計をーにする親族が、その年を通じて６ヶ月を超える期間、
　　専ら事業に従事している場合に、その事業所得の計算上必要経費として事業専従者控除が適用でき、
　　その場合当該控除額は事業専従者の給与収入となります。
　　　今回の改正により、国民健康保険税につきましても同様に適用されることになります。

　③公的年金等特別控除（１７万円）の廃止
　　　満６５歳以上の被保険者につきましては、公的年金等に係る雑所得を有する場合に、当該雑所得
　　について１７万円の公的年金等特別控除が適用されていたものが廃止されます。

　④長期譲渡所得等の特別控除の適用
　　　分離課税に係る長期・短期譲渡所得を有する場合に、これまで適用されていなかった租税特別措
　　置法の規定による特別控除が、所得税・町県民税と同様に適用され、特別控除後の譲渡所得額が総
　　所得金額等と合算され所得割額の算定の基礎となります。
　　　特別控除には次のようなものがあります。
　　　　（イ）長期譲渡所得の場合の１００万円控除
　　　　（ロ）自分が住んでいる居住用財産を譲渡した場合の３，０００万円控除の特例
　　　　（ハ）収用などにより資産を譲渡した場合の５，０００万円控除の特例
　　　　（ニ）農地保有の合理化等のために農地等を譲渡した場合の８００万円控除の特例

†問い合わせ先†
　　税務住民課　くらしと相談係　３－０５１２　（担当　南）
　　　　　　　　徴　　税　　係　３－０５１０　（担当　中門）

国民健康保険制度が改正されます国民健康保険制度が改正されます
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　今年も各種申告書を提出していただく時期になりました。役場職員が次のような日程で各地区を巡回しま
すので、ご都合に合わせて申告受付や相談を受けてください。
　申告書は先日ご自宅宛てに送付させて頂いております。この申告書は住民税・国民健康保険税の課税資料
となります。また、国民健康保険税の軽減の資料にもなる大切なものですので所得のあるなしにかかわらず、
申告期限（3月17日）までには必ず申告してください。

申告書が届いていない方へ
給与所得及び公的年金収入のみの方でも、源泉徴収票等に記載されている以外の所得・控除があれば
税額が変更されますので申告してください。
　なお、上記の方で申告されなかった方でも給与支払報告書（源泉徴収票の写し）等の公的資料等で
課税されます。

～平成15年度の申告をお忘れなく～

◆確定申告・個人町県民税・国民健康保険税等申告受付日程
１）確定申告をされる方

所　

得　

税

月　　日 受　　付　　場　　所 時　　　　間

2月24日～
3月17日

（土・日を除く）
役場くろしおホール（税務署員） 1日 １０：００　～　１６：００

2月28日 役場くろしおホール（税理士・税務署員） 1日 １０：００　～　１６：００

※昨年までの日程より少し遅くなっていますのでご注意下さい。
　確定申告は自書申告となっております。申告書はご自分で記載しましょう。

２）住民税申告をされる方

住　
　

民　
　

税

月　日 曜日 受　　付　　場　　所 時　　　　間

2月 17日 月 志原公民館 1日 ９：３０　～　１４：００

18日 火 中央公民館 1日 ９：３０　～　１４：００

19日 水 下市木公民館 1日 ９：３０　～　１４：００

20日 木
柿原公民館 午前 ９：３０　～　１２：００

引作集会所 午後 １３：００　～　１５：００

21日 金 神木公民館 1日 ９：３０　～　１４：００

24日 月
山地コミュニティセンター 午前 ９：３０　～　１２：００

上地集会所 午後 １３：００　～　１５：００

25日 火
栗須青年クラブ 午前 ９：３０　～　１２：００

栗須下地集会所 午後 １３：００　～　１５：００

26日 水 尾呂志公民館 1日 ９：３０　～　１４：００

27日 木
阪本コミュニティセンター 午前 ９：３０　～　１２：００

中立コミュニティセンター 午後 １３：００　～　１５：００

28日 金
西原集会所 午前 ９：３０　～　１２：００

片川公民館 午後 １３：００　～　１５：００

3月 3日 月
上市木公民館 午前 ９：３０　～　１２：００

上組青年クラブ 午後 １３：００　～　１５：００

4日 火 中央公民館 1日 ９：３０　～　１４：００
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税理士のにせ者・にせ税務職員にご注意！

こ
こ
が

ポ
イ
ン
ト
！

り
、受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。

　

ま
た
、そ
の
間
、物
価
上
昇
に
よ

っ
て
、年
金
の
実
質
的
価
値
が
目

減
り
し
な
い
よ
う
に
毎
年
物
価
ス

ラ
イ
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、５
年
ご
と
の
財
政
再

計
算
で
生
活
水
準
の
向
上
や
経
済

変
動
な
ど
を
反
映
さ
せ
る
よ
う

に
、年
金
額
の
改
定
を
行
っ
て
国

民
の
老
後
の
生
活
の
経
済
的
基
礎

を
保
証
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、生
命
保
険
会
社
等

　

国
民
年
金
と
個
人
年
金
と

の
違
い
は
、ど
こ
か
？

　

国
民
年
金
は
、受
給
が
開

始
さ
れ
て
か
ら
死
亡
す
る
ま

で
の
一
生
涯
の
長
期
間
に
わ
た

　平成１４年分所得税の確定申告の税務署窓口での相談及び申

告書の受付は、平成１５年２月１７日（月）～３月１７日（月）

まで

○税務署の閉庁日（土・日・祝日等）は、税務署での相談及び受付

　は行っておりませんが、申告書は、郵送又は税務署の時間外収受

　箱に投函することにより、提出可能です。

○還付申告の方は、２月１５日（土）以前でも申告書を提出するこ

　とができます。

※お分かりにならない点は、税務署へご相談を！

†問い合わせ先†　尾 鷲 税 務 署　　　０５９７２－２－２２２２

　土地や建物、株式等の財産を売ったときの譲渡所得は、「分離

課税」といって給与所得などの他の所得と区分し税額を計算し

ます。
（※土地や建物の所有期間により、「長期」と「短期」に分かれます。）

○ 平成１５年１月より、株式等の譲渡益課税制度が変わり「申告分

離課税方式」一本化

　納税者からの依頼を受け税理士業務をすることができるのは、

税理士、税理士法人など、税理士法で定めらた者に限られてい

ます。

※ 税理士は、税理士証票を持ち、決まった会員章

（税理士バッジ）を付けています。

税務職員を装い、親族の勤務先、電話番号や取引内容等を問

い合せる事例が発生しています。

　　※問い合わせの回答は、即答せず、相手先の所属と

氏名をご確認いただき、折り返し電話をかけるよ

うにしてください。

の
個
人
年
金
は
、各
個
人
の
意
志
と

努
力
に
よ
り
、将
来
に
備
え
る
貯
蓄

的
性
格
を
も
つ
も
の
で
す
。

　

そ
の
給
付
は
、払
い
込
ま
れ
た

掛
金
に
運
用
利
息
を
加
え
た
も
の

で
賄
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、予
測
で
き
な
い
物

価
の
上
昇
、経
済
情
勢
の
変
化
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、払
い
込
ま

れ
た
掛
金
と
そ
の
運
用
利
息
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
た
総
枠
の
な
か
で

は
対
応
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、老
後
の
所
得
保

障
の
す
べ
て
を
個
人
年
金
だ
け
に

頼
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、非
常
に

危
険
で
す
。

　

ま
た
、国
民
年
金
で
は
、給
付
に

対
し
て
国
庫
負
担
が
あ
り
、税
制

上
も
保
険
料
が
全
額
控
除
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、受
け
取
る
年
金
も

公
的
年
金
等
の
控
除
が
な
さ
れ
、

運
用
の
た
め
の
事
務
経
費
は
国
庫

負
担
で
賄
わ
れ
る
な
ど
、個
人
年

金
に
は
な
い
特
長
が
あ
り
ま
す
。

年
金

Ｑ
＆

Ａ

（
国
民
年
金
と
個
人
年
金
）

A Q

税
務
住
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

2
月
は
、
国
民
健
康
保
険

税
第
6
期
の
納
期
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

納
期
限
2
月
28
日
（
金
）

※
納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　

つ
ま
り
、国
民
年
金
は
老
後
の

生
活
設
計
の
ベ
ー
ス
と
な
る
も

の
、個
人
年
金
は
個
々
の
老
後
生

活
を
よ
り
豊
か
に
生
き
る
た
め
の

補
完
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と

い
え
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

く
ら
し
と
相
談
係


３
│
０
５
１
２（
担
当 

林
）

財　産　を　売　っ　た　と　き

所得税の確定申告は自分で書いてお早めに
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季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

2月

No.266

テレビのつけ過ぎと
キレやすい子ども

この冬インフルエンザに負けないために

普段の生活の中で

と
が
で
き
な
い
キ
レ
や
す
い
子
を

「
テ
レ
ビ
症
候
群
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
は
一
方

的
な
機
械
音
の
刺
激
で
あ
り
、
子

ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
注
意
力
を
か
え
っ
て
低
下
さ

せ
、
１
人
遊
び
と
多
動
を
助
長
さ

せ
る
か
ら
で
す
。

　

テ
レ
ビ
に
子
守
り
を
任
せ
る
よ

り
、「
一
緒
に
絵
本
を
読
む
、
歌

を
歌
う
等
、
遊
び
の
実
体
験
を
共

有
す
る
」、「
食
事
を
し
な
が
ら
テ

レ
ビ
を
見
な
い
」
な
ど
、
子
ど
も

と
の
ふ
れ
合
い
を
多
く
し
、
心
身

と
も
に
健
康
な
子
ど
も
を
育
て
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例
年
１
月
か
ら
２
月

に
患
者
数
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
患
者
さ
ん
の
く

し
ゃ
み
や
せ
き
の
飛ひ

ま
つ沫

を
直
接
吸
い
込
ん
で
感

染
す
る
場
合
や
、
床
な
ど
に
落
ち
た
ウ
ィ
ル
ス

が
ほ
こ
り
と
と
も
に
舞
い
上
が
っ
て
空
気
中
に

た
だ
よ
い
、
そ
れ
を
吸
い
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て

感
染
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

重
症
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
普
通
の
風
邪

か
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
の
見
極
め
が
大
事
で

す
。
普
通
の
風
邪
な
ら
、
く
し
ゃ
み
、
せ
き
、

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
が
症
状

と
し
て
表
れ
、
や
が
て
軽
い
発
熱
や
倦
怠
感
を

と
も
な
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
や
が
て
約
一
週

間
ぐ
ら
い
で
治
り
ま
す
。
一
方
、
の
ど
の
痛
み

や
せ
き
、
鼻
水
な
ど
は
た
い
し
た
こ
と
は
な
い

の
に
、
い
き
な
り
高
い
熱
が
出
て
、
頭
痛
、
関

節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
を
と
も
な
い
強
い
全
身
倦

　

ア
メ
リ
カ
の
児
童
心

理
学
者
や
教
育
者
は
、

テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
の
つ

け
過
ぎ
に
よ
っ
て
生
じ

る
、
飽
き
っ
ぽ
く
て
集

中
で
き
ず
、
落
ち
着
き

が
な
く
て
絶
え
ず
体
を

そ
わ
そ
わ
動
か
し
、
攻

撃
的
行
動
を
抑
え
る
こ

　

で
は
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し

て
い
く
た
め
の
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。

①
住
ま
い
の
環
境
を
整
え
る

　

部
屋
の
温
度
は
、
高
す
ぎ
ず
低
す
ぎ
ず
、
20

度
前
後
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
湿
度
は
60
か
ら

70
％
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
換
気
も
忘
れ
ず
に
。

②
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を
と
る

③
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
を
と
る

　

良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
（
大
豆
、
豆
腐
、
肉
、

魚
な
ど
）
や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
（
野
菜
や

果
物
な
ど
）
を
効
率
よ
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

④
ス
ト
レ
ス
解
消

　

ス
ト
レ
ス
は
、
早
め
に
解
消
し
て
免
疫
力
ア

ッ
プ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、
石
け
ん
で
手
洗
い

を
し
、
必
ず
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
人
混
み
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑦
鼻
や
の
ど
の
弱
い
人
は
、
マ
ス
ク
で
防
御
し

て
い
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

怠
感
に
お
そ
わ
れ
る
と
き
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
可
能
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

　

多
く
の
場
合
、
の
ど
や
鼻
の
症
状
は
あ
と
で

出
て
き
ま
す
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
慢
性

の
呼
吸
器
の
病
気
や
心
臓
病
、
腎
不
全
、
糖
尿

病
な
ど
の
持
病
が
あ
る
人
は
、
肺
炎
の
合
併
症

が
お
こ
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
早
め
に
医
療

機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
活
の
中
で
気
を
つ
け
て
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負
け
な
い
身
体
を
つ
く
り
、

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

ふ
つ
う
の
風
邪
の
相
違
点

ふつうの風邪 項　目 インフルエンザ

徐々に 発　症 急　激

くしゃみ・鼻水、咽頭乾燥感 初期症状 寒け、頭痛

鼻水、鼻づまり 主症状 発熱、全身痛

な　い（少し） 悪　寒 あ　る

３７度台まで 発　熱 ３８～３９度（以上）

な　い 全身筋肉痛 あ　る

あ　る 鼻　炎 な　い（少し）

な　い（少し） 咽頭充血 あ　る

な　い 結膜充血 あ　る

な　い 合併症 気管支炎・肺炎
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ふ
る
さ
と
就
職
相
談
会

in
熊
野

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
み
え
の
男ひ

と女
２
０
０
３
」

参
加
者
募
集

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

県保険医協会
　朝９時から翌朝９時まで24時

間、同内容のテープが流れます。

（祝日は前日のテープ）

　毎月内容が変更されます。

０
（津局）

５９-223-1
い
1
い
1
医
4
師

月

火

水

木
金
土
日
人前であがらない工夫

スギ花粉症

骨粗
そしょう

鬆症

子育ての話

喫煙と歯周病

2月のテーマ

健康情報テレホンサービス

（フリーダイヤル）

０１２０-141154

【
日　

時
】

２
月
28
日
（
金
）、３
月
１
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
場　

所
】

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

（
津
市
一
身
田
上
津
部
田
）

【
テ
ー
マ
】

『
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
』

【
内　

容
】

●
２
月
28
日

　

農
山
漁
村
の
つ
ど
い
・
講
演
会

「
少
子
高
齢
社
会
を
ど
う
生
き

る
」・
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
受

賞
作
品
上
演

●
３
月
１
日

　
「
男
女
が
い
き
い
き
と
働
い
て

い
る
事
業
所
」
知
事
表
彰
企
業
事

例
発
表
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
あ
ら

　

地
元
で
就
職
を
お
考
え
の
方
の

た
め
の
就
職
相
談
会
で
す
。
来
春

高
校
・
大
学
等
卒
業
予
定
の
方
、

仕
事
を
探
し
て
い
る
地
元
の
方

（
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）、

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】 

２
月
12
日
（
水
）

 

午
後
１
時
〜
３
時

【
会
場
】 

三
重
県
熊
野
庁
舎

 

５
Ｆ
大
会
議
室

【
主
催
】 

紀
南
雇
用
開
発
会
議

†
問
い
合
わ
せ
先
†

熊
野
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
野
）


０
５
９
７
８
│
９
│
５
３
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　
　
　

９
│
５
３
６
９

ゆ
る
意
思
決
定
を
男
女
共
同
参
画

で
」

●
両
日

　

30
余
の
団
体
や
市
町
村
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
活
動
展

示
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

【
申
込
期
限
】
２
月
12
日
（
水
）

【
参
加
費
】
無
料

※
託
児
、
手
話
通
訳
あ
り
。

†
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
†

三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
フ
レ
ン
テ
み
え
」


０
５
９
│
２
３
３
│
１
１
３
０

　

冬
季
は
献
血
者
が
減
少
し
ま
す

の
で
、多
数
の
方
の
４
０
０

献
血

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】 

２
月
17
日
（
月
）

 

午
後
１
時
〜
５
時
30
分

【
場
所
】 

ジ
ャ
ス
コ
熊
野
店

 

正
面
玄
関
前
駐
車
場

※
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
携
帯
ク
リ
ー
ナ
ー
等
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
南
県
民
局
保
健
福
祉
部

衛
生
指
導
グ
ル
ー
プ


０
５
９
７
８
│
５
│
４
１
０
２

ウ
ィ
ン
タ
ー
献
血

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
試
験
科
目
】

国
語
・
数
学
・
英
語
と
面
接
・
作

文
（
満
20
歳
以
上
の
方
に
つ
い

て
は
、
作
文
と
面
接
の
み
）

【
定
員
】
40
名

【
受
験
料
】
９
５
０
円

【
出
願
手
続
き
】

入
学
願
書
お
よ
び
調
査
書
（
満

20
歳
以
上
の
方
は
卒
業
証
明
書
）

【
出
願
・
学
力
検
査
等
の
日
程
】

三
重
県
立
木
本
高
等
学
校

定
時
制

－

入
学
案
内

－

※
体
験
入
学
・
学
校
見
学
も
で
き

ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

木
本
高
等
学
校


０
５
９
７
８
│
５
│
３
８
１
１

出願期間 学力検査 合格発表

第一次
募　集

２月２０日
　～２５日

３月１２日 ３月１９日

第二次
募　集

３月２０日
　～２５日

３月２７日 ３月３１日

第三次
募　集

４月　１日
　　～２日

４月　３日 ４月　４日
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ン
の
方
へ
流
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

一
応
員
数
は
多
く
て
も
、一
朝
事
あ

る
と
き
役
に
も
立
た
な
い
者
ば
か

り
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
テ
ム
ジ
ン
の
許

に
は
、一
騎
当
千
の　

剌
は
つ
ら
つ

た
る
人

材
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

彼
は
メ
ル
キ
ト
戦
以
後
、一
年
足

ら
ず
の
間
に
自
分
と
テ
ム
ジ
ン
の

位
置
が
完
全
に
逆
転
し
て
し
ま
っ

て
い
る
事
実
に
気
が
つ
い
た
。

〈
本
文
よ
り
〉

地果て海尽きるまで
小説チンギス汗

ハーン

（上）

森村　誠一 著

新刊案内

in
fo
rm
a
tio
n

c
o
rn
e
r

町図書館だより 新書のお知らせ
　

テ
ム
ジ
ン（
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン

の
幼
名
）は
あ
く
ま
で
も
ジ
ャ
ム

カ
を
兄
と
し
て
立
て
て
い
る
が
、

全
部
衆
は
す
で
に
テ
ム
ジ
ン
を
首

長
と
し
て
仰
い
で
い
る
。も
し
こ

こ
で
ジ
ャ
ム
カ
と
テ
ム
ジ
ン
が
決

裂
す
れ
ば
、ジ
ャ
ム
カ
陣
営
の
多

く
の
者
は
テ
ム
ジ
ン
に
味
方
す
る

で
あ
ろ
う
。ジ
ャ
ム
カ
は
次
第
に

テ
ム
ジ
ン
の
脅
威
が
致
命
的
に
な

る
前
に
、テ
ム
ジ
ン
を
討
つ
こ
と

を
考
え
た
。

　

そ
の
と
き
ジ
ャ
ム
カ
は
あ
る
可

能
性
に
お
も
い
当
た
っ
て
、慄り

つ
ぜ
ん然

と
し
た
。も
し
同
じ
こ
と
を
テ
ム

ジ
ン
が
い
ま
考
え
て
い
れ
ば
、彼

は
圧
倒
的
な
人
気
を
背
負
っ
て

ジ
ャ
ム
カ
を
滅
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。

　

ジ
ャ
ム
カ
は
ふ
と
身
の
周
り
を

見
ま
わ
し
て
、老
人
や
能
力
の
劣
る

者
ば
か
り
が
取
り
巻
い
て
い
る
こ

と
に
気
が
つ
い
た
。年
功
序
列
を
重

ん
じ
た
ジ
ャ
ム
カ
の
許
か
ら
、有
能

で
強
い
若
者
た
ち
は
み
な
テ
ム
ジ

里の在処 内山 　節　著

宮本武蔵 浜野 卓也　著

素直な人幸せな人になる風水

 小林 祥晃　著

血液サラサラの和食レシピ

 落合 　敏　著

　

本
会
は
、
多
く
の
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
に
「
耳
の
日
」
の
主
旨
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
耳
鼻
咽
喉
科
医
師
に
よ
る
社

会
奉
仕
事
業
の
一
環
と
し
て
行
い

ま
す
。
す
べ
て
無
料
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
１
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】
紀
南
病
院

入
院
棟
４
階
講
義
室

【
内
容
】

●
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

　

講
演

‥

「
難
聴
に
つ
い
て
」

　

講
師

‥

三
重
大
学
医
学
部

耳
鼻
咽
喉
科
学
教
室

　
　
　
　

教
授　

間
島
雄
一
氏

　

聴
講
料

‥

無
料

●
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

　

無
料
医
療
相
談
…
耳
鼻
咽
喉
科

専
門
医
に
相
談
で
き
ま
す
。

（
耳
と
聴
力
の
無
料
検
診
・
無

料
医
療
相
談
・
補
聴
器
に
つ
い

て
の
無
料
相
談
等
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
南
病
院
耳
鼻
咽
喉
科


２
│
１
３
３
３

三
重
大
学
医
学
部

耳
鼻
咽
喉
科
学
教
室


０
５
９
│
２
３
１
│
５
０
２
８

◎
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠

格
者
の
方

①
外
地
等
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、

加
算
年
を
含
む
在
職
年
が
３
年
以

上
の
方
及
び
実
在
職
年
が
１
年
以

上
の
方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
・
銀
杯
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。

②
内
地
勤
務
経
験
の
み
の
方
で
、

加
算
年
を
含
む
在
職
年
が
３
年
以

上
の
方
及
び
実
在
職
年
が
１
年
以

上
の
方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

③
上
記
対
象
者
で
、
請
求
を
行
う

こ
と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
、

恩
給
欠
格
者
、

引
揚
者
の
皆
様
へ

（中央公民館）

ご
遺
族
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
対

象
者
あ
て
の
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

◎
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地

域
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

　

昭
和
42
年
の
引
揚
者
特
別
交

付
金
を
受
給
さ
れ
た
方
に
、
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。（
請
求
期
限

‥

平
成
15

年
３
月
31
日
）

○
請
求
書
類
は
、
役
場
福
祉
保
健

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
な

お
、
す
で
に
請
求
さ
れ
た
方
は
、

請
求
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
省
認
可
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金


０
１
２
０
│
２
３
４
│
９
３
３

福
祉
保
健
課
（
担
当　

山
本
）


３
│
０
５
１
５

耳
の
日
三
重
県
講
演
会

お
よ
び
無
料
医
療
相
談
会





◎
中
央
公
民
館
へ
、
次
の
方
か
ら

図
書
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上　

野　
　

山
田　

実　

さ
ん

◎
志
原
公
民
館
へ
、
次
の
方
か
ら

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

　

志
原
夏
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

片
岡　

信
保　

さ
ん

　　

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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後う
し
ろ
で手

を　

解
い
て
輪
に
入
る　

朝
焚た

き
び火 

和
田
真
沙
恵

冬
凪な

ぐ
や　

七
里
御
浜
は　

頓と
み

に
痩や

せ 

大
川　

青
螺

死
の
恐
怖　

よ
ぎ
る
車
の　

雪
の
坂 

桧
作　

豊
子

竿
を
売
る　

小
春
の
風
に　

声
流
し 

畑
林　

桐
花

土み
や
げ産

手
に　

框
か
ま
ちで

寝
こ
む　

年
忘
れ 

前　

た
き
子

街
暮
れ
て　

電
飾
灯と

も
り　

十
二
月 

榎
本　

宣
子

小
春
日
や　

時
刻
忘
れ
る　

散
歩
み
ち 

石
橋　

寛
朝

一
人
居い

の　

手
持
ち
無
沙
汰
や　

炬こ
た
つ燵

か
な 

岡
本
三
八
重

マ
フ
ラ
ー
編
む　

一
目
一
目
を　

子
に
教
ゆ 

小
野
は
る
み

人
に
酔
い　

紅も
み
じ葉
に
酔
う
て　

御ご
し
ょ所
の
秋 

須
崎
久
美
子

午う
ま

年
も　

瑣さ

じ事
積
み
重
ね　

年
の
暮
れ 

仁
井
田
御
浜
児

海
の
風　

秋さ

ん

ま
刀
魚
す
だ
れ
を　

く
す
ぐ
り
ぬ 

榎
本　

楢
代

雑ぞ
う
き木
林　

極ご
く
さ
い
し
き

彩
色
の　

落
葉
道 

河
辺　

憲
生

宮
の
森　

古
木
も
み
じ
が　

影
お
と
す 

西　
　

澄
江

人
恋
し　

バ
ス
待
つ
椅
子
に　

落
葉
舞
ふ 

浦　
　

正
枝

冬
ざ
れ
や　

老
い
を
追
い
出
す　

巨き
ょ
う
ほ歩
か
な 

福
井　

松
翠

飽ほ
う
し
ょ
く

食
の　

水
買
ふ
時
代　

着
ぶ
く
れ
て 

下
川　

幸
子

沖
晴
れ
て　

入
江
の
里
の　

片か
た
し
ぐ
れ

時
雨 

山
本　

要
子

奥
山
で　

愛め

で
る
が
如ご

と

き　

家
紅も

み
じ葉 

後
呂　

智
子

み
は
ま
広
報
俳
句
十
二
月
抄　

　

市
町
村
合
併
の
問
題
に
つ
い
て
、
南
郡
の
町
村
は
平
成

14
年
2
月
23
日
に
「
南
郡
町
村
合
併
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、

行
政
状
況
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
6
月
か

ら
は
熊
野
市
も
加
わ
り
「
南
郡
熊
野
市
町
村
合
併
研
究
会
」

と
名
称
を
変
更
し
、
事
務
事
業
実
態
調
査
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
市

町
村
合
併
の
判
断
材
料
と
な
る
検
討
資
料
を
作
成
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
検
討
資
料
を
踏
ま
え
、
各
市
町
村
長
が
12
月

議
会
等
に
お
い
て
、
法
定
合
併
協
議
会
へ
参
加
す
る
か
否
か

の
意
思
表
示
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
熊
野
市
、
御
浜

町
、
紀
宝
町
、
紀
和
町
は
法
定
合
併
協
議
会
へ
の
参
加
を
表

明
し
ま
し
た
が
、
鵜
殿
村
は
参
加
を
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

各
市
町
村
長
が
意
思
表
示
を
行
っ
た
こ
と
で
、
研
究
会
と

し
て
の
役
割
は
終
わ
り
、
1
月
31
日
を
も
っ
て
南
郡
熊
野

市
町
村
合
併
研
究
会
は
解
散
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
鵜
殿
村
を
除
く
熊
野
市
、
御
浜
町
、
紀
宝
町
、

紀
和
町
の
4
市
町
で
法
定
協
議
会
の
設
置
に
向
け
た
準
備

を
「
南
郡
熊
野
4
市
町
合
併
協
議
会
準
備
会
」
に
お
い
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
合
併

研
究
会
コ
ー
ナ
ー

合
併
へ
の
取
り
組
み
、
新
た
な
段
階
へ
！

御浜町
公式ホームページが

更新されました
HPアドレス  http://www.ztv.ne.jp/mihama

　町の公式ホームページがリニューアルされました。2月末
にはバージョンアップも計画しており「広報みはま」、「市
町村合併情報」、「世界遺産情報」等の情報が追加される予
定です。
　一度、ご覧になってみてください。

○トピックス（最新情報）
　・町長の挨拶や各種イベント・審議会等の開催情報を随
　　時紹介します。
○どこにきけばいいの？（ご利用案内）
　・転入や転出の際の手続き等をはじめ、各課の業務内容
　　や申請手続き等、生活に役立つ行政情報を紹介してい
　　ます。
○御浜町概要
　・町の概要、アクセス方法、町の自然や産業、紀州犬を
　　紹介しています。
○住民参加
　・町民の方のご意見をメールにて戴くコーナーです。
　　ご意見やご感想など、どのような事でも結構ですので
　　お寄せ下さい。
○リンク
　・県や近隣市町村などのホームページにアクセスできま
　　す。
　　（但し、リンク上におけるトラブルは責任を負いません。）　

※お知らせ
　　今後、町では町民や団体などのリンク先を広くホーム
　　ページに記載させていただく予定です。希望される方
　　は、メールにてご連絡下さい。

†問い合わせ先†　　総務課 調整室　３－０５０５
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御浜小学校

◆
次
号
は
神
志
山
小
学
校
で
す
。

児童集会

　御浜小学校では、月に一回児童集会を開いています。児童集会では、学年発表

や委員会・クラブの発表、児童会の役員が考えてくれたクイズ等を行っています。

日頃の学習の成果を発表する機会にもなるので、全校で児童集会を楽しみにして

います。

　豊かな人間性をもち、自主性と忍耐力に冨み、心身ともに健康で
実践力のある児童の育成
　　◎すすんで考える子ども

　　　　進んで考え、学校生活に意欲的に取り組む子ども

　　◎思いやりのある子ども

　　　　心が温かく、よく助け合うことのできる子ども

　　◎強くたくましい子ども

　　　　基本的生活習慣を身につけ、進んで自分を鍛える子ども

●教育目標

●児童数
（平成15年 1月21日現在）

１年 　５４人

２年 　６３人

３年 　５４人

４年 　４６人

５年 　５２人

６年 　４８人

計 ３１７人

総合学習

　新学指導要領により、今年度から、

３年生以上の学年に「総合的な学習の

時間」が新設されました。１、２年の「生

活科」と併せて、御浜小学校での総合

学習の一部を紹介します。

　児童会の役員が中心になって考えて
くれた○×クイズに、みんなで挑戦！
ウ～ン、なかなかむずかしいゾ･･･。

　１年生も全校集会で
劇をしました。「くじら
ぐも」、「大きなかぶ」
です。マイクなしで、
大はりきりでした。

　６年生は「総合的な
学習の時間」に、この
地域の歴史について調
べています。写真は、
郷土料理を調べる班が
「めはり寿司作り」に
チャレンジしていると
ころです。

　総合学習の一環として、全校
で「さつまいも作り」に取り組
んでいます。１１月には、収穫
したさつまいもで焼きいも大会
をしました。おいしかったヨ！

　

２
年
生
は
生
活
科
で
松
濤
園

を
訪
問
し
ま
し
た
。
肩
た
た
き
を

し
た
り
一
緒
に
歌
っ
て
遊
ん
だ

り
し
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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御
浜
町
・
梓
川
村

ふ
れ
あ
い
交
流

御
浜
町
・
梓
川
村

ふ
れ
あ
い
交
流

　

御
浜
町
で
は
、
平
成
５
年
に
長

野
県
梓
川
村
と
の
友
好
親
善
提
携

を
結
ん
で
以
来
、
様
々
な
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
、
小

学
校
高
学
年
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い

交
流
事
業
」
が
１
月
11
日
〜
13
日

の
３
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
互
い
の
町
村
の

伝
統
や
文
化
の
違
い
を
学
び
あ

い
、
一
層
の
友
好
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
御
浜
町
内
の

児
童
12
名
が
梓
川
村
を
訪
れ
、
梓

川
小
学
校
の
児
童
と
共
に
宿
泊
、

ス
キ
ー
研
修
等
を
し
て
交
流
を
図

り
ま
し
た
。

●
３
日
間
の
ふ
れ
あ
い
交
流
内
容

11
日
（
土
）
○
対
面
式
○
レ
ク

　
　
　
　
　

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
○
ア

　
　
　
　
　

カ
デ
ミ
ア
館
見
学

12
日
（
日
）
○
ス
キ
ー
交
流
○

　
　
　
　
　

お
別
れ
会

13
日
（
月
）
○
梓
川
村
を
出
て
、

　
　
　
　
　

御
浜
町
へ

　

温
暖
な
気
候
の
御
浜
町
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
一
面
の
銀

世
界
と
い
う
の
は
正
に
別
世
界
そ
の
も
の
で
す
。
長
い
時
間
バ
ス
に
揺
ら

れ
な
が
ら
、
徐
々
に
広
が
っ
て
く
る
白
い
景
色
に
子
ど
も
た
ち
の
心
も
高

ぶ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
梓
川
村
役
場
に
到
着
し
て
バ
ス
を
降
り
た
途
端
、

子
ど
も
達
は
、
道
路
脇
に
積
も
っ
て
い
る
雪
に
一
目
散
に
駆
け
出
し
て
雪

の
感
触
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
後
す
ぐ
の
対
面
式
で
は
、
梓
川

村
教
育
長
の
、「
今
朝
の
最
低
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
４
度
で
、
割
と
暖
か
い

朝
で
し
た
。」
と
の
こ
と
ば
に
、
我
々
は
改
め
て
環
境
の
違
い
に
驚
嘆
し
、

梓
川
村
に
来
た
ん
だ
と
い
う
実
感
が
わ
い
た
も
の
で
す
。

御
浜
っ
子
12
人
、
雪
の
梓
川
へ


梓
川
で
は
こ
ん
な
に
も
雪

が
積
も
っ
て
い
ま
し
た
。

お
も
わ
ず
お
お
は
し
ゃ
ぎ

の
御
浜
っ
子
で
す
。


梓
川
村
に
到
着
し
て
す
ぐ

の
対
面
式
。
梓
川
の
児
童

と
向
か
い
合
っ
て
の
自
己

紹
介
で
す
。
ま
だ
、
緊
張

し
た
面
持
ち
の
様
子
。
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REPORT
　

２
日
目
は
、
天
気
も
よ
く
、
雪

質
も
最
高
で
、
絶
好
の
ス
キ
ー
日

和
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
ス
キ
ー

初
心
者
の
御
浜
の
子
ど
も
た
ち

も
、
梓
川
小
学
校
の
先
生
の
指
導

の
も
と
、
ず
い
ぶ
ん
滑
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ゲ
レ
ン
デ

で
の
子
ど
も
た
ち
の
目
は
、
い
ち

だ
ん
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。
何
よ

り
、
誰
一
人
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
な

く
、
み
ん
な
が
ス
キ
ー
を
楽
し
め

た
こ
と
が
、
い
ち
ば
ん
よ
か
っ
た

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

梓
川
村
の
子
ど
も
た
ち
と
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
、
宿

泊
、
ス
キ
ー
研
修
等
を
通
し
て
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
初
対
面
の
梓
川
の
子
た
ち
と

も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
合
っ
て
い
ま

し
た
ね
。
最
終
日
、
梓
川
を
後
に

す
る
と
き
に
は
、
早
朝
に
も
か
か

わ
ら
ず
梓
川
の
お
友
達
が
宿
泊
先

ま
で
見
送
り
に
き
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。

待
ち
に
待
っ
た

ス
キ
ー
研
修

絆
を
深
め
た
２
日
間

　

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い

思
い
出
を
お
み
や
げ
に
し
て
、
帰

途
に
つ
き
ま
し
た
。


お
別
れ
会
で
は
、
梓
川
の
児
童

一
人
一
人
と
握
手
を
し
て
別
れ

を
惜
し
み
ま
し
た
。


滑
る
格
好
も
さ
ま
に
な
っ
て

ま
す
。

ふれあい交流に参加した子どもたち

【左から】

　山本大孝くん（御小５年）

　辻本慎吾くん（阿小５年）

　端地友広くん（阿小５年）

　中西春也くん（神小６年）

【左から】　田中美奈さん（阿小５年）

　　　　　前　静香さん（御小６年）

　　　　　辻本香織さん（尾小６年）

　　　　　森本莉永さん（御小６年）

【左から】　上垣戸寛くん（御小６年）

　　　　　湊　尚也くん（御小６年）

　　　　　奥西俊介くん（神小６年）

　　　　　阪口　諒くん（御小６年）
●新しい友達ができるかどうか心配でしたが、たくさんの
新しい友達ができてよかったです。

●梓川の子はいっぱい話しかけてくれたのに、僕はあまり
話しかけられなかった。

●スキーは、最初の方はこけてばかりだったけど、やるご
とにこける回数が少なくなってきて楽しくなりました。

●このふれあい交流で、梓川村の人たちと仲良くなれたし、
スキーも経験でき、参加できてよかったと思います。

●梓川を出ていく前にさわった雪が、さらさらで、きらき
らしていて、とてもきれいでした。　

●梓川村の人たちにも、御浜町の方に来てほしいと思いま
す。

子どもたちの感想から
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向こう側向こう側

中央公民館ロビー
では、記念写真を撮る
新成人でごったがえしていました。

1/2 成人式

1/5 出初式

2
は た ち

0歳のスナップ

携帯電話で写真を撮る姿も…。
時代を感じます。

雪の寒空の中、
盛大に挙行されました。

消防車による一斉放水

神
志
山
分
団
に
よ
る

小
型
ポ
ン
プ
操
法

機
械
器
具
点
検
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12/22 七里御浜音楽祭 冬の陣
みはま アカペラ・ゴスペル

ふれあいコンサート

心にひびくハーモニー 体にひびくメロディ

七里御浜

じゃりンピック
２００３

出場申し込み、詳細等は折り込みチラシをご覧ください。

≪競技種目等≫

　　●じゃり浜マラソン

　　●じゃり浜駅伝

　　●じゃり浜ソフトバレー

　　●じゃり浜ドッヂボール

≪日　時≫３月１６日（日）
≪会　場≫七里御浜海岸
　　　　　　　（メイン会場　ふれあいビーチ芝生広場）
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クローズ
- UP・みは

まち
ょう
の

みは
まち
ょう
のうの

みは

ージあなたのペー

総務課総務課

身近な話題を

　お寄せください

　　　　行政係

鵜殿署 メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署少
年
の
薬
物
乱
用

防
止
に
つ
い
て

◆
鵜
殿
警
察
署
管
内
で
薬
物
乱
用

に
よ
り
補
導
さ
れ
た
少
年
の
多
く

は
、
シ
ン
ナ
ー
乱
用
少
年
で
す
。

　

シ
ン
ナ
ー
等
に
は
人
体
に
有
害

な
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
自
分
一
人
で
は
な
か
な
か
止

め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
全
国
的
に

乱
用
に
よ
る
事
故
死
や
後
遺
障
害

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

【
保
護
者
の
方
へ
】

○
子
供
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と

○
過
度
の
放
任
主
義
は
危
険

○
学
校
と
の
連
絡
を
緊
密
に

【
青
少
年
た
ち
へ
】

○
シ
ン
ナ
ー
の
吸
入
や
シ
ン
ナ
ー

の
吸
入
目
的
所
持
は
「
犯
罪
」

で
す

○
誘
わ
れ
た
ら
「
断
る
」
こ
と
と

「
断
る
勇
気
を
持
つ
」
こ
と
が

大
切
で
す

◆
高
齢
者
叙
勲
と
は
…

　
「
春
秋
叙
勲
」
と
は
別
に
、
自

治
功
労
に
尽
く
さ
れ
た
88
歳
の

方
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
。

　

両
氏
は
、
町
議
会
議
員
と
し
て

永
年
に
わ
た
り
在
職
を
さ
れ
、
そ

の
間
、
共
に
副
議
長
ま
で
務
め
、

崇
高
な
政
治
信
念
を
も
っ
て
町
の

産
業
、
福
祉
、
経
済
、
文
化
、
生

活
基
盤
等
の
向
上
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
に
つ
い
て
、「
身

に
あ
ま
る
光
栄
で
す
。」
と
受
章

の
喜
び
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
88
歳
と
言
え
ば
、
い
わ
ゆ

る
米
寿
！
こ
の
機
会
に
叙
勲
を
受

け
ら
れ
た
お
二
人
に
と
り
ま
し
て

は
、
格
別
の
喜
び
で
し
ょ
う
ね
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

芝
崎 

格
尚
さ
ん
の
勇
退
に
よ

り
後
任
と
し
て
、
昨
年
12
月
26

日
よ
り
、
阪
本
地
区
の
辻
本 

満

哉
さ
ん
（
43
歳
）
が
新
し
く
委

員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

辻
本
さ
ん
は
、
南
牟
婁
郡
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
を
始
め
、
紀
南
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
副
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
中
心
と
し
て
、
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
、
町
教
育
発
展
の

た
め
に
も
、
そ
の
若
い
力
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
育
委
員
の
任
期
は
、
４
年
で

学
校
教
育
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

社
会
教
育
や
社
会
体
育
、
文
化
財

保
護
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど

教
育
に
関
す
る
事
務
を
町
行
政
か

ら
独
立
し
て
管
理
、
執
行
す
る
教

育
委
員
会
の
委
員
で
す
。

　

町
の
教
育
委
員
は
、
現
在
５
名

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

辻
本
さ
ん
の
他
に
、
今
回
、
新

た
に
委
員
長
と
な
ら
れ
た
城
内 

道
義
さ
ん
、
室
谷 

幸
也
さ
ん
、

須
崎
久
美
子
さ
ん
、
そ
し
て
、
教

育
長
の
桧
作 

功
さ
ん
で
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
４
期
、
16
年

間
（
内
、退
任
ま
で
の
１
年
間
は
、

委
員
長
と
し
て
）
教
育
委
員
を
務

め
ら
れ
た
芝
崎 

格
尚
さ
ん
に
は
、

長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

新委員

辻本 満
み つ や

哉さん

新委員長

城内 道
みちよし

義さん

赤根 辰巳さん 岡鼻 萬蔵さん

こ
の
ほ
ど
、御
浜
町
か
ら

岡
鼻 

萬ま
ん
ぞ
う蔵

さ
ん（
志
原
）・

赤
根 

辰た

つ

み巳
さ
ん（
下
市
木
）

の
2
名
の
方
が受　

章
！

町
教
育
委
員
の
交
代

が
あ
り
ま
し
た

　高齢者叙勲

（勲
くん

六
ろく

等
とう

単
たん

光
こう

旭
きょく

日
じつ

章
しょう

）

 受賞おめでとう
ございます



1819

濱矢　優
ゆうか

香ちゃん

安司さ
ん・美紀さ

ん 

   阿田和  



竹内　涼
りょう

く
ん

克利さ
ん・希世子さ

ん 

　１２月１４日（土）中央公民館において、御浜町ジ

ュニアバンド第６回クリスマスコンサートが開催され

ました。もうお馴染みのこのコンサート、今回はいつ

ものブラスバンド演奏の他、手で体の一部をたたいて

音を出す、ボディーパーカッションの演奏などもあり、

多様なステージとなっていました。

　会場にもたくさんの観客が訪れ、一曲一曲に盛大な

拍手をおくっていました。

（平成14年11月１日～30日届出分）

PLAY  BACK  TOPICS

榎本　純
じゅんや

也く
ん

吉孝さ
ん・美樹さ

ん 

   神志山  



12月のできごと

御浜町ジュニアバンド
クリスマスコンサート

ボディパーカッションによる「手拍子の花束」

暗闇の中で、蛍光色の手袋がよく目立ちました。

上仲　春
しゅんか

佳ちゃん

茂男さ
ん・ゆかりさ

ん 

わがら元気塾  自主講座（2月分）わがら元気塾  自主講座（2月分）

　☆すべて参加料は無料です。
†申し込み・問い合せ先†　教育委員会　わがら元気塾事務局　３－０５２６

日　時 場　所 講　師 対　象 定員 持ち物

そろばん（初歩）
教　室

2月8日（土）
午前10時～正午

中央公民館 上ミ地　祥浩
町内在住・
 在学の小学生

20名 そろばん、えんぴつ

折り紙教室
 （おひな様の

色紙づくり） 

2月20日（木）
午後7時～9時

中央公民館 須崎　久美子
町内在住・

 在勤の方
20名

ハサミ、ものさし（材料は
こちらで用意します。）

編み物教室
（基礎編：環境に
やさしいタワシ作り）

2月27日（木）
午後7時～9時

中央公民館 久 保　久 子
町内在住・

 在勤の方
20名

カギ針、ハサミ（材料はこ
ちらで用意します。）



20
編集／総務課行政係発行／御浜町役場…〒5195292 三重県南牟婁郡御浜町大字阿田和6120-1 05979  0505 FAX  3502 

URL　http://www.ztv.ne.jp/mihama

表紙 のことば

お
買
い
物
は　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
町
内
の
お
店
を　
　
　
　
　
　

ご
利
用
下
さ
い
ネ
。
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今月の主な内容
◆成人式…………………………………… �～�
◆尾呂志学園……………………………… �～�
◆国民健康保険・確定申告……………… �～�
◆税務署・年金・保健だより…………… �～�
◆お知らせ・市町村合併・広報文芸…… �～�
◆学校紹介・梓川ふれあい交流………… �～�
◆ファインダーの向こう側……………… �～�
◆ふれあい交差点・赤ちゃん…………… �～�
◆クッキング……………………………… 　　�

平成１５年２月１日発行

　１月５日（日）雪のちら
つく寒風の中、実施された
消防出初式。
　風になびく「団旗」！凍
える手で、しっかりと団旗
を抱えるのは、市木分団の
三間谷 正次 旗手。
　グラウンドに降り積もっ
た白い雪も、いつしか、赤
崎団長以下、団員の熱意で、
溶け出していました。

Photo　阿田和小学校
グラウンドにて

寒風の
中での

出初式
！

まちの
風物詩

１月１日現在　人口 10，279人（＋8人） 男4，801人　女5，478人　世帯数4，267戸

年中 のとれる町この広報紙は再生紙を使用しています

月
、
３
日
が
「
節
分
」
４
日

が
「
立
春
」
と
、
暦
の
春
が

始
ま
る
。
と
は
言
う
も
の
の
、
ま

だ
ま
だ
寒
く
、
季
節
の
移
り
変
わ

り
は
、
も
う
少
し
先
か
な
？

　

私
、
人
よ
り
寒
が
り
な
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
朝
起
き
る
時
、

あ
ら
か
じ
め
部
屋
を
暖
か
く
し
て

お
か
な
い
と
、
な
か
な
か
布
団
か

ら
出
ら
れ
な
い
日
々
が
…
。

（
＊
こ
れ
で
は
、
だ
め
だ
！
っ
と
思

い
つ
つ
、
寝
る
前
に
は
エ
ア
コ
ン

の
タ
イ
マ
ー
を
セ
ッ
ト
！
）

▼
と
こ
ろ
で
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

が
流
行
し
て
い
る
様
で
す
が
、
皆

さ
ん
は
、
大
丈
夫
？

　
「
風
邪
」
の
予
防
と
し
て
、
外
か

ら
帰
っ
た
ら
、
必
ず｢

手
洗
い｣

と

「
う
が
い
」
の
習
慣
を
！

2

【
内
容
】

　

熊
野
在
住
の
横
笛
奏
者
の
福
井

幹
さ
ん
の
演
奏
、
国
際
日
本
文
化

セ
ン
タ
ー
所
長
・
山
折
哲
雄
氏
の

基
調
講
演
「
日
本
人
と
信
仰
〜
聖

地
と
巡
礼
」
に
続
き
、
俳
人
の
黛

ま
ど
か
さ
ん
と
山
折
哲
雄
氏
が

「
巡
礼
者
の
辿
っ
た
道
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
対
談
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
！

【
日
時
・
場
所
】

・
２
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

・
紀
宝
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
入
場
料
…
無
料

†
問
い
合
わ
せ
先
†

熊
野
市
井
戸
町
３
７
１

東
紀
州
地
域
活
性
化
事
業
推
進
協
議
会

内（
み
え
熊
野
学
研
究
会
事
務
局
）ま
で


０
５
９
７
８
│
９
│
６
１
７
２

第
三
回
み
え
熊
野
学

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

ひじきとれんこんの和え物

元気で長生き料理教室

材　料（4人分）

芽ひじき（乾燥） ２０ｇ

れんこん ８０ｇ

にんじん ４０ｇ

ぶどう ６０ｇ

　　しょう油 小さじ１ １／３ 

　　みりん 小さじ ２／３ 

梅干 ３～４個（大）

みりん 小さじ１ １／３

酢 適量

（１）れんこんは皮をむき、酢水につけ、薄切りにして酢を少量加え

た湯でさっと茹で、ざるにあげ冷ます。

（２）にんじんは千切りにし茹で、（１）と同様にし冷ます。

（３）ひじきは水につけてもどし、　 の調味料で煮て冷ます。

（４）ぶどうは皮をむいておく。

（５）梅干しは塩分をとり、裏ごしし、みりんを加え、ケチャップ程

度の濃度にする。

（６）れんこん、にんじん、ひじき、ぶどうを合わせ（５）の梅肉衣

で和える。




